
 

 

 

 

 
 

 

夏休みの短縮と「二期制」の導入について 
 

 
 この１学期は、身体測定の他に、内科検診・歯科検診・耳鼻科検診・眼

科検診と様々な検診を行いました。また、尿検査も行っています。 

学校で行う検診は、子どもたちが自分の体の健康の状態を知ることで、

健康に注意して生活しようとする意欲をもったり、治療が必要なものにつ

いては早めに治療し、健康的な生活を送ったりすることができるようにす

ることもねらいの一つになっています。 

例えば、「全身の健康は歯と歯ぐきの健康から」と言われるほど、健康な

歯や口内の衛生は大切な役目を担っています。そこで、歯科検診をとおし

て、子どもたちに、自分の歯や口内の衛生に関心をもってもらうために、検診を受けて終わりでは

なく、検診結果をもとに治療をしたり、生活の見直しをしたりしてほしいと考えています。 

検診の結果をまとめた治療のおす

すめの文書は、すべての検診が終了

した後に整理してからお渡しします。

文書が届きましたら、ご家庭でお子

さんの体の状態や歯・口内の状況、

鼻や喉の状況、目の状況等について

話題にしていただきたいと思います。 

なお、治療が必要なものについて

は、早めに治療することが大切になります。むし歯などのために歯科医院での受診を勧められてい

る場合は、早めに受診をし、治療していただくようにご協力をお願いいたします。 

 
 

 学校では、新体力テストの取組が

始まりました。新体力テストをとお

し、運動に関心をもってもらいたい

と考えています。 

福島県では、「健康長寿に向けた

子どもたちの健康教育の推進」の取

組を進め、「体力・運動能力の向上」

を目指しています。 

 福島県の健康課題は、本校でも重点的に取り組んでいく必要のある課題となっています。新型コ

ロナウイルス感染状況のため、子どもたちの運動する機会が大幅に減少しました。 

体力向上の中心はやはり体育科の授業です。体育科の授業を大切にし、運動する場と時間の確保

により、運動大好きな子を増やして体力向上に結び付けていくとともに、「できる」経験を積むこと

で運動技能の向上も目指していきます。 

養護教諭より 

４月～６月に各健康診断を行いました。今後治療が必要な人には、治療の

おすすめのプリントを配付します。早めの治療をお願いします。 

 また、７月には、健康の記録を配付しますので、ご家庭でご覧になりなが

ら、「健康」についてお子さんと話をしていただければと思います。 
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